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論文題目 








 第 1 章は序論であり、中温型燃料電池の重要性とその電解質候補となるプロトン伝
導体の概略・課題を示すとともに、本研究の位置づけと目的の設定を行っている。  
 
 第 2 章では参照極を用いた電気化学測定により Y をドープした BaZrO3 (BZY) を電
解質とする燃料電池セルの電極性能を評価した。その結果、電流遮断測定により各電
極の過電圧が測定されターフェル式に従う分極特性が得られた。 Pd アノードと
La0. 6Sr0. 4Co0. 2Fe0. 8O3-δ (LSCF) カソードの 600 °C における過電圧は電流密度 100 mA 












 第 3章では電極支持型の対称セルを用いた電気化学測定により Ni-BZYサーメットア
ノードの性能評価を行った。対称セルによる測定では測定雰囲気における電解質のイ
オン輸率がほぼ 1 に近いことが要求される。しかし、これまでに報告されている
BaCe1-xYxO3-δ (BCY) を電解質とした対称セルでは、BCY が還元雰囲気において電子伝
導性を示すことから電極性能が適切に評価されないことが懸念される。そこで、本論
文では電解質に還元雰囲気で電子伝導性を示さない BZY を用いることで漏れ電流の影
響を排除して電極性能の評価を行った。Ni-BZY 電極中の Ni の割合を変えて 600 °C に
おける電極反応抵抗を評価した。その結果、還元前の NiO の割合を 40-70 wt% とした
時、電極反応抵抗は Ni の割合にほとんど影響されず 0.14-0.2 Ω cm2となった。一方で、
Ni の割合がそれよりも少なくなると電極反応抵抗は著しく増大した。これは電極中の
Ni の減少に伴い電極層の電気伝導度が低下したことが原因と推測される。また、
Ni-BZY 電極の耐久性を評価するためにアノードを Ni-BZY サーメット電極、カソード
を LSCF とした燃料電池セルを作製し長時間運転による耐久性試験を行った。セル電圧
を 0.8 V として発電モードで 2000 時間の運転を行った結果、電極反応抵抗はほとんど
 - 27 - 
京都大学 博士（材料工学） 氏名 大西 崇之 
増加せず、Ni-BZY サーメットアノード及び LSCF カソードの極めて良好な耐久性が実
証された。  
 









り作製された電解質膜は 1400 °C での共焼結により、数µm と十分な粒径を持つ緻密な組織
となった。作製された円筒型セルの開回路電圧とピーク出力密度は 600 °C においてそれぞ
れ 1.001 V, 102 mW cm-2であった。この値は近年報告されている BZY, BCY 系電解質を用い
た PCFC の発電性能としては低いが、プロセッシングに関わる多くの知見を得ることがで
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（続紙 ２ ） 
 






１． 参照極を用いた電気化学測定により LSCF カソードと Pd アノードの分極特性を評
価した。いずれもターフェル式によって近似され、600 °C における過電圧は電流





２． BZY を電解質とする電極支持型のセルを用いた電気化学測定により Ni-BZY サー
メットアノードの電極性能を評価した。電極中の Ni 量を変えて測定を行った結果、
一定量以上の Ni があれば電極反応抵抗は概ね一定となった。また、燃料電池セル














効な知見が得られた。よって、本論文は博士  (工学 ) の学位論文として価値あるものと
認める。また、平成 29 年 1 月 20 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
